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ⅠⅠ．法制度・契約．法制度・契約

テレビ放送番組の「二次利用の許諾窓口」の所在(2004年度)

◆マルチユースの促進（放送番組のケース）

・放送番組制作会社の制作の端緒については、放送局からの企画持ち込みが過半
（56％）を占めており、「自社からの企画持ち込み」は26％

・テレビ放送番組の「二次利用の許諾窓口」の７割以上が放送局に所在

11.9 10.2 77.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

放送番組制作会社に所在

放送番組制作会社と放送局の双方に
所在

放送局に所在

出所：総務省「通信関連産業実態調査（2005年10月実施）」より
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◆クリエーターとの契約ルール作り

実演家の活動環境に関する調査結果より

○契約書の不交付が大半
・契約書を全く取り交わしていない：52.7%
○仕事が原因の治療費等の自己負担が多い
・障害治療費等を自分で負担：75.9%
・病気・症状の治療費を自分で負担：87.5%
・障害等に対する依頼主等の保障が不十分：75.4%
○著作権・肖像権の保護が不十分
・自らの活動に関する著作権・肖像権の保護が不十分：47.7%

出所：㈳日本芸能実演家団体協議会「第7回芸能実演家・スタッフの活動と生活実態」調査報告書2005年版)
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インターネット

クローラー インデクサ

インデックス
データベース

検索エンジン Webサーバー

インデックス
を作成

検索要求

検索結果

検索要求

検索結果

利用者

【検索処理の流れ】
①クローラーがWebページ情報を収集し、ストレージサーバに保存（複製）。②収集された情報は検索しやすいよ
うにインデクサがインデックス化し、データベースに保存（編集）。③利用者が検索ワードを入力すると、データベ
ースに格納された情報を検索し、検索結果を返す。

検索サーバー【海外】

ストレージ
サーバ

・ネット上で検索サービスの提供には、検索サーバー上での元データの複製、
編集が不可欠。

・著作権法上、複製、編集には権利者の許諾が必要であり、Yahoo!、googleな
ど大手検索システムのサーバーは海外に置かれているのが現状。

・検索サーバーについて海外依存度が高いと、我が国の事業者等の活動に影響
を及ぼす恐れあり。

◆ネット上での検索サービス

文書

画像

文書‘文書 画像 画像‘

＜複製＞ ＜編集＞

【世界中のＷｅｂページ情報】 【日本】
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ⅡⅡ．技術開発．技術開発

◆コピーワンスの見直し
・地上デジタル放送番組の不正コピーを防止するため、２００４年４月から、放送
受信機器の仕組みとして、一度録画した番組は、他の録画機器にオリジナルを
残したままダビングできなくなる「コピーワンス」が採用された。

しかし、オリジナルについてさらにコピーができなかったり、別の録画機器に
移動させるムーブが失敗した場合にコンテンツがどちらの録画機器からも
消えてしまったりするなどの問題があり、見直しが求められている。

データの移動
（ムーブ）のみ可

アナログ放送 デジタル放送

コピーワンスの運用

元のコンテンツは消滅元のコンテンツは
記録機器に残る

○ ×

データの
複数コピー可

データの
複数コピー不可

×
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クリエーター
ユーザー

機器を通じて再生、
複製

機器を通じて表現物
を作成、固定

（デジタル化）

（アップロード）

ｺﾝﾃﾝﾂ

①ｺﾝﾃﾝﾂ作成技術

③ｱｸｾｽ管理・課金技術

④検索技術

ｺﾝﾃﾝﾂ

（ダウンロード）

ｺﾝﾃﾝﾂ

複製

⑥電子透かし技術

⑤著作権管理技術

・コンテンツを作成

・コンテンツを暗号化
・利用について課金

・コンテンツを検索

・不正コピーをプロテクト

〔作成〕 〔利用〕

〔インターネット〕

・
・
・

→世界をリードできる技術
→コピーワンスの見直し

→情報大航海プロジェクト・
コンソーシアム

◆コンテンツ関連技術の例

技術 内容等

①コンテンツ作成技術 コンテンツを編集、圧縮、解凍したりする技術。圧縮技術として、音声についてはＭ
Ｐ３、静止画についてはＪＰＥＧ、ＧＩＦ形式、動画ではＭＰＥＧ方式、Real Player
方式などがある。

②流通支援技術 ライブ中継をネットワーク上に高精細映像によりリアルタイムで編集、作成し高信頼
な配信を可能とする技術

③アクセス管理、課金技
術

コンテンツの配信時にデータを暗号化し、利用者が暗号鍵を入手して利用できるよう
にする技術、コンテンツの利用に応じて課金する技術。

④検索技術 必要なコンテンツを検索する技術

⑤著作権管理技術 音楽ＣＤ、ＤＶＤなどのコピープロテクト技術など

⑥電子透かし技術 コンテンツに人に知覚できないデータを埋め込むことによって不正コピーなどを発見
する技術

②流通支援技術

・コンテンツ流通を支援

・不正コピーを発見
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ⅢⅢ．人材育成．人材育成

プロデューサー

クリエーター

エンタメロイヤー

企画共同開発ワー
クショップ開催

人材派遣

人材派遣

海外ロイヤーとの交流

◆国際的専門人材の育成が急務

作品が
紹介で
きない。

企画から販
売までのマ
ネジメント
ができない。

海外の
実務経
験不足。

国際コンテンツカーニバ
ル等でプロデューサーが
作品をセレクト

海外
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○文化庁メディア芸術祭等において人材発掘・顕彰を実施

コンペ  内容  

文 化 庁 メ デ ィ ア 芸

術祭  

新 しい表現技法を開拓して制作した創造性あふれるメデ ィア芸術作品およ

び作者を顕彰  

デジタルコンテンツ

グランプリ  

・デジタルコンテンツ産業の 「新市場創出 」と 「人材発掘 」を目的に、商品化

されたコンテンツやサービス・システムを評価  

・海外のデジタルコンテンツ産業振興に関る組織との理解促進・連携強化、

海外のクリエイターと日本のクリエイターとの相互啓発を目的に、海外の若

いクリエイターの優れた作品を評価  

AMD Award  
コンテンツ制作者の立場から、デジタルコンテンツ産業の発展、作品の質的

向上、人材育成を目的に優秀作品を選定し、その制作者の功績を讚える  

 

○エンターテインメント・ロイヤーズ・ネットワークの活動
名称 特定非営利活動法人エンターテインメント・ロイヤーズ・ネットワーク

代表者 理事長：久保利英明
（日比谷パーク法律事務所）

活動内容 音楽、映画、舞台芸術、スポーツ、漫画、ゲーム等エンターテインメントに関わる法律家をはじめ、
広く市民に対して、その実務の研鑽を図るため、シンポジウムや講演会等の開催、広報誌の発行等
を行うとともに、関連する人々とのネットワークを構築し、エンターテインメントに関するコンテ
ンツ文化の振興とエンターテインメント産業の発展に寄与することを目的とする。

会員数 会員593名・内弁護士378名（2006年11月12日現在）
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○コンテンツ関連教育機関の増加
・２００４年度以降に、新たに２０以上の大学及び大学院において、コンテ
ンツ分野の人材育成が開始。

・例えば、２００４年度の文部科学省科学技術振興調整費において、東京大学コ
ンテンツ創造科学産学連携教育プログラム及び慶應義塾大学デジタルメディア・
コンテンツ統合研究機構において人材育成が行われている。

○映像産業振興機構による各種支援事業（人材育成関連）

・産学連携による「コンテンツ人材育成プログラム」（インターンシップ・講師派遣事業
等）の支援
・大学・大学院における映像コンテンツ教育関係の研究科・学部、学科、コース等へ
の実務家教
員・講師の派遣斡旋等・小中高等学校における映像コンテンツ教育への支援
・短編映画制作における若手作家の人災育成の実施
・海外指導者の招聘による大学等での映像コンテンツ履修者向けセミナー実施
等
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